
本日のプログラム

チェコ音楽の夜明け ～スメタナとドヴォルザーク、魂の共鳴～

スメタナ／歌劇『売られた花嫁』序曲　（7分）

スメタナ／連作交響詩《わが祖国》より　（30分）
第1曲「高い城（ヴィシェフラド）」
第2曲「モルダウ（ヴルタヴァ）」

♬ 休憩（20分）

ドボルザーク／交響曲第5番ヘ長調　作品76　（50分）
第1楽章 Allegro, ma non troppo
第2楽章 Andante con moto

第3楽章 Andante con moto - Allegro scherzando
第4楽章 Allegro molto

プロフィール
指揮／鏑木蓉馬（かぶらぎ・ようま）
　国立音楽大学卒業。上野学園大学研究生「指揮専門」修了。東京音楽大学指揮科にて聴講生として研鑽
を積む。
　指揮を今村能、森垣桂一、大浦智弘、下野竜也、大河内雅彦、田代俊文、広上淳一の各氏に師事。霧島
国際音楽祭指揮マスタークラスにて高関健、下野竜也両氏の指導を受ける。日仏指揮法講座を受講し、阿
部加奈子、夏田昌和両氏の指導を受ける。
　2021 年度日本製鉄文化財団若手指揮者育成支援制度対象者に選出され、指揮研究員として紀尾井ホー
ル室内管弦楽団の公演に携わる。
　オペラにおいても、日本オペラ協会を始めとする数多くの団体で副指揮者を務める。BOF2022 オペラ

ストゥーディオに参加し、C. サントーロ氏の指導のもと、「パリのジャンニ」(ドニゼッティ作曲 )の日本初演の指揮者を務める。ま
た、2024 年に「ニングル」(渡辺俊幸作曲 )の初演に副指揮者として参加し、公演の成功に貢献する。
　現在川﨑フィルハーモニー管弦楽団指揮者、中原フィルハーモニック・オーケストラ指揮者。

プログラムノート チェコ音楽の夜明け ~スメタナとドヴォルザーク、魂の共鳴~

歌劇「売られた花嫁」序曲 ~スメタナが築いた「チェコ国民楽派」の礎 ~
　　19 世紀後半のチェコは、ハプスブルク帝国（オーストリア＝ハンガリー帝国）の経済的中心地として急速な
工業化を遂げる一方で、チェコ人とドイツ人による激しい民族対立の舞台でした。
　ドイツ語が公用語の中、チェコ語による本格的なオペラなど不可能だという世の偏見を覆し、スメタナは歌劇
『売られた花嫁』作曲。これは「チェコ独自の芸術音楽の誕生」を世に告げた記念碑的作品です。その序曲は、
チェコの農村の活気とお祭りの喧騒をそのまま音楽に落とし込んだような弾むリズムと輝かしいエネルギーに満
ちています。

スメタナ／連作交響詩《わが祖国》より～祖国への愛から書き上げた奇跡の傑作～
　1867 年にオーストリアからハンガリーが分離して二重帝国となると、チェコ人の間でも自治や独立を求める気
運が高まりました。連作交響詩《わが祖国》はこのような時代背景のなかに生み出されました。全 6曲からなるこの連作交響詩は、スメタナが失聴
という絶望の淵に立たされながら、祖国の風景や伝説を描きあげたものです。
第1曲「高い城（ヴィシェフラド）」
　ハープによって吟遊詩人が語るプラハの古代の城の栄光と没落が描かれます。この
「高い城の動機」は、全曲を貫く重要なテーマです。
第 2曲「モルダウ（ヴルタヴァ）」
　水源の清らかな一滴から始まり、森の狩猟、村の結婚式、月光の下の水の精の踊りを
経て、プラハへと流れ込む大河モルダウ（ヴルタヴァ）を描きます。クライマックスでは、
「高い城の動機」が圧倒的なスケールで回帰し、川の物語がチェコの歴史そのものへと
昇華されます。

　スメタナが指揮者を務めていたプラハ歌劇場のオーケストラにヴィオラ奏者として活
動し、スメタナの生み出すチェコ音楽の息吹を体感していた若者がいました。肉屋を営
む家に長男として生まれ、家業を継ぐために肉職人として修行を積む傍ら、音楽の才能
を見出され、周囲の強い応援より音楽の道へ進んだ苦労人ドヴォルザーク（スメタナの
17歳年下）です。
　スメタナが土台を創り上げた「チェコ国民楽派」のバトンを受け取ったドヴォルザーク
は、伝統的な交響曲の枠組みと融合させ、「チェコ国民楽派」を世界中に支持されるもの

へと開花させました。本日のプログラムは、まさにこの「バトンの受け渡し」を体感していただける構成となっています。

ドヴォルザーク／交響曲第5 番 ヘ長調 作品76～ドヴォルザークが拓いた新時代～
　「新世界より」や第 8 番の影に隠れがちですが、この第 5 番はドヴォルザークの作曲家人生の最大の転換
点となった作品です。
　作曲された1875 年、ドヴォルザークはオーストリア国家奨学金に合格し、審査員だったブラームスに見出
されます。それまでの経済的困窮や、方向性の模索の時代を脱し、チェコ人としての音楽を確立した「チェコ
音楽の夜明け」を象徴する交響曲です。
　第 1 楽章はボヘミアののどかな田園風景を思わせる清 し々い楽章です。哀愁を帯びたチェコの民族的な
憂愁を感じさせる第 2 楽章はチェロが奏でるどこか寂しげで叙情的なメロディが印象的です。途切れること
なく入る第 3 楽章はチェコの民俗舞踊を思わせるスケルツォと、中間部の木管楽器によるのチャーミングな
掛け合いが聴きどころです。第 4楽章はエネルギッシュな歓喜です。

かんばらひとし

第449回「市響ファミリー交響楽」
2026 年 12月 6日（日）　14:00 開演
市川市文化会館大ホール

次回演奏会のご案
内

チャイコフスキー　
交響曲第 4番
バレエ音楽「白鳥の湖」ハイライト

指揮　直井大輔　ナレーター　高山久美子
バレエ協力　すみれバレエクラシック

　市川交響楽団協会は昭和 26 年（1951）7 月に発足し、千葉県内に健全な純音楽の普及と啓蒙をはかり、クラシック音楽の愛好者層を
増し、平和な潤いのある生活がみちあふれる事を願う文化団体です。しかも音楽の中で最も強力に共鳴感を起させるシンフォニック
な楽団の育成と、その演奏活動の実践を容易ならしめるための社会教育団体でありまして、利益を得る団体でも、ただ自分中心の趣味
だけを満足させる同好会でもありません。
　自分達のクラシック音楽を表現する喜びを少しでも多くの人に分け与えようとする奉仕団体として、地元市川市を本拠地に演奏活
動を行っております。当協会は、市川交響楽団、市川混声合唱団、市川交響吹奏楽団、市響ジュニアオーケストラ、行徳混声合唱団の演
奏 5 団体および市響ジュニア育成会によって組織されております。
　平成 21 年（2009）2 月にはこれまでの 60 年近くにわたる演奏活動と、今後の永続的な展開を期待され、市民の推薦による市川市民
芸術文化奨励賞を受賞しました。
　「市川交響楽団協会」は平成 30 年（2018）11 月に商標登録を行いました。（登録第 6103031 号）
　市川交響楽団幹事長時田雄は兼務する千葉交響楽団協会理事長として令和 4年度千葉県教育功労賞（文化芸術の部）を受賞しまし
た。千葉県内のアマオケ活動の展開のなかで地域音楽文化振興の活動についての評価をいただいたものと理解しています。

市川交響楽団協会（いちかわこうきょうがくだん協会）

【コンサートミストレス】
皆　合　愛　子(前半）
立　田　祥　子(後半)
 
【第１ヴァイオリン】
石　﨑　俊　信
大　橋 　一　郎
佐分利　幸　江
髙　野　晋　弘
萩　原　詩　織
羽　深　理　恵
細　貝　　　春
牧　田　太　郎
三　野　彰　久
矢　口　華　月
山　本　芳　功
渡　辺　みどり
 
【第２ヴァイオリン】
岩　田　徳　子
イ・チャンヨン
滝　澤　葉　子
富　田　八江子
中　島　雪　香
中　野　さゆり
秦　　　一　宣
服　部　恵　子
早　川　貴　子
溝　田　範　子
武　藤　敦　子
栁　澤　敦　子
渡　辺　真　紀

本日の出演者

【ヴィオラ】
石　本 　惠　理
内　田　綾　美
大　橋　かおる
高　橋　陽　介
谷　口　善　樹
奈良林　弘　子
星　　　乘　昭
本　郷　尚　子
 
【チェロ】
泉　谷　良　枝
岩　田　啓　子
倉　澤　倫　子
倉　澤　由　和
武　井　慶　子
中　村　公　一
中　元　悦　治
日　澤　　　優
福　原　耕　二
布　施　哲　也
前　田　　　徹
八重樫　妙　子
 
【コントラバス】
池　田　和　正
石　坂　裕　美
入　村　尚　美
上　村　啓　介
神　代　順　子
上　山　優　子
番　場　仙　嘉
 

【フルート】
安　藤　也　侑
佐　藤　洋　行
二　木　陽　子
 
【オーボエ】
白　木　広　美
二　村　直　子
本　間　広　樹

【クラリネット】
赤　井　美　奈
秋　永　直　美
井　垣　貴　嗣
時　田　　　雄
半　藤　嗣　人
八　木　良　子
 
【ファゴット】
雨　宮　絵梨佳
遠　藤　由紀子
金　坂　　　哲

【ホルン】
井　村　公　子
木　下　泰　斗
嶋　村　恒　夫
武　井　綾　香
林　田　朋　子
渡　辺　一　博
 
【トランペット】
田　崎　真　二
新井本　昌　宏

【トロンボーン】
石　黒　弘　道
藤　平　一　仁
藪　崎　裕　至

【テューバ】
渡　邉　鐵　雅

 

【打楽器】
鈴　木　　　充
都　筑　　　裕
時　田　　　裕
和　田　英　恵
 
【ハープ】
大　木　理　恵


